
明
治
初
年
に
お
け
る
藩
札
の
一
考
察

l
i肥
前
地
域
の
藩
札
状
況
!
|

長

里子

濯

、
は
じ
め
に

つ
藩
札
整
理
政
策
の
概
要

一
一
一
、
佐
賀
藩
の
藩
札
状
況

四
、
小
城
議
の
藩
札
状
、
出

五
、
対
馬
藩
の
謹
札
状
況

六
、
窟
津
藩
の
藩
札
状
況

七
、
む
す
び
に
か
え
て

一
、
は
じ
め
に

近
代
的
統
一
国
家
の
形
成
に
お
い
て
、
旧
来
の
貨
幣
制
度
の
整
理
と
新
し
い
通
貨
体
制
の
構
築
は
、
欠
か
せ
な
い
要
件
で
あ
っ
弘

政
権
の
基
盤
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
幕
藩
期
の
複
雑
な
貨
幣
制
度
を
整
理
し
て
統
一
的
通
貨
制
度
を
樹
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
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た
が
、
こ
の
過
程
を
明
治
初
年
に
つ
い
て
本
稿
で
は
検
討
し
よ
う
。

政
府
は
一
八
六
八
年
五
月
に
太
政
官
札
を
発
行
す
る
が
、
こ
れ
が
不
換
紙
幣
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
政
権
の
基
盤
が
確
定
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
流
通
度
は
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
廃
藩
置
県
が
準
備
さ
れ
て
い
く
中
で
、
新
し
い
通
貨
体
制

の
制
定
が
急
が
れ
た
。
一
八
七
一
年
五
月
十
日
に
は
新
貨
条
例
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
贋
札
や
悪
貨
の
横
行
に
対
す
る
諸
外
国
か
ら
の

強
い
抗
議
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
廃
藩
置
県
に
よ
る
統
一
的
行
政
体
制
の
形
成
の
基
盤
を
培
っ
て
ゆ
く
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
。

32 

通
貨
体
制
の
統
一
化
で
欠
か
せ
な
い
も
の
に
、
藩
札
の
整
理
が
あ
っ
た
。
多
種
多
様
な
形
で
発
行
さ
れ
て
い
た
藩
札
は
、
領
国
域
内

を
基
軸
に
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
府
が
倒
壊
し
た
明
治
初
年
に
は
、
特
に
発
行
度
が
高
ま
っ
た
。
戊
辰
戦
争
の
戦
費
調
達
な
ど
の
た

め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
貨
幣
流
通
に
極
度
の
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
貨
幣
流
通
状
況
の
乱
れ
が
外
国
の
強
い
抗
議
を
受

け
る
要
因
に
な
っ
た
が
、
統
一
的
通
貨
体
制
の
形
成
に
は
、
藩
札
の
整
理
が
緊
要
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
藩
札
整
理
の
状
況
を

佐
賀
県
に
つ
い
て
考
察
し
、
通
貨
体
制
の
統
一
に
お
け
る
課
題
の
一
端
を
解
明
し
よ
う
。

佐
賀
県
は
、
一
八
七
一
年
に
は
、
幕
藩
期
の
佐
賀
藩
、
そ
の
支
藩
の
小
城
藩
・
蓮
池
藩
・
鹿
島
藩
と
唐
津
藩
お
よ
び
対
馬
藩
の
領
域

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
蓮
池
藩
と
鹿
島
藩
で
は
藩
札
は
発
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
他
は
い
ず
れ
も
発
行
し
て
い
た
。

し
か
し
、
藩
札
の
種
類
や
発
行
数
な
ど
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
藩
札
を
整
理
す
る
こ
と
は
、
佐
賀
県
を
統
一
す
る
上

で
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
政
府
の
指
令
に
応
じ
な
が
ら
も
、
複
雑
な
地
域
の
状
況
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
側
面
を

も
持
っ
た
。
こ
れ
は
政
府
の
出
す
政
策
と
地
域
社
会
と
の
矛
盾
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
矛
盾
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
そ
れ
が
如
何
な
る
方
向
で
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
明
治
初
年
の
統
一
化
政
策
と
地
域
社
会
と
の
対
抗
関
係

及
び
統
一
の
進
展
度
を
解
明
す
る
上
で
肝
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
地
域
社
会
が
政
府
政
策
の
施
行
過
程
で
ど
の
よ
う
な
変
化
を
余
儀
な

そ
れ
は
如
何
な
る
矛
盾
を
形
成
し
た
の
か
を
藩
札
の
整
理
の
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
は
、
幕
藩
制
的
秩
序
の

く
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
、



変
化
と
統
一
政
権
の
基
盤
形
成
の
様
相
を
貨
幣
制
度
の
面
か
ら
解
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

注
(1
)

鈴
木
武
雄
『
財
政
史
」
(
東
洋
経
済
新
報
一
九
六
二
年
)
五

1
一
一
一
頁
。

(
2
)

『
明
治
財
政
史
第
十
一
巻
通
貨
付
』
(
吉
川
弘
文
館
一
九
七
二
年
)
一
二
一
四

1
三
二
二
頁
。

(3)

藤
村
通
『
明
治
財
政
確
立
過
程
の
研
究
』
(
中
央
大
学
出
版
部
一
九
六
八
年
)
八
四

1
九
二
頁
。

(
4
)

廃
藩
置
県
に
関
す
る
研
究
は
進
展
し
て
き
で
い
る
が
、
貨
幣
制
度
の
側
面
か
ら
の
検
討
は
少
な
い
よ
う
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ

ぅ
。
佐
藤
誠
朗
「
廃
藩
置
県
」
(
『講
座
日
本
近
世
史
』
)
参
照
。

(5)

廃
藩
置
県
直
後
に
は
、
佐
賀
県

・
小
城
県

・
蓮
池
県

・
鹿
島
県

・
唐
津
県

・
厳
原
県
が
置
か
れ
た
が
、

一
八
七
一
年
九
月
四
日
に
は
、
佐
賀
県

と
厳
原
県
と
が
合
併
し
て
伊
万
里
県
と
な
り
、
県
庁
も
伊
万
里
に
設
け
ら
れ
た
。
同
年
十
一
月
十
四
日
に
は
、
小
城
県

・
蓮
池
田
町

・
鹿
島
県

・
唐

津
県
と
厳
原
県
田
代

・
浜
崎
及
び
旧
幕
領
も
伊
万
里
に
合
併
さ
れ
た
。
翌
七
二
年
五
月
二
十
九
日
に
は
、
県
庁
を
佐
賀
域
内
に
移
し
佐
賀
県
と
改

称
し
た
。
な
お
、
肥
前
国
高
来
郡
と
彼
杵
郡
内
に
あ
っ
た
旧
佐
賀
藩
領
域
は
、
こ
の
折
に
長
崎
県
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
り
、
対
馬

・
壱
岐
も
長

崎
県
の
管
轄
に
な
っ
た
。

二
、
藩
札
整
理
政
策
の
概
要

明治初年における溶札の一考察

維
新
政
府
が
権
力
基
盤
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
に
貨
幣
制
度
の
統
一
と
い
う
問

題
が
あ
っ
た
。

戊
辰
戦
争
期
に
戦
費
調
達
の
た
め
、
諸
藩
は
領
内
へ
の
収
奪
を
強
め
た
が
、
そ
の
手
段
の

一
つ
に
藩
札
の
発
行
が
あ
っ
た
。
幕
藩
期

に
は
、
幕
府
の
規
制
も
あ
っ
て
、
藩
札
の
発
行
は
制
約
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
府
権
力
の
崩
壊
は
、
藩
財
政
補
填
の
た
め
諸
藩
を
し
て
藩

札
の
発
行
に
向
わ
し
め
た
。
こ
れ
は
貨
幣
流
通
を
混
乱
さ
す
作
用
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
維
新
政
府
は
一
八
六

八
年

(慶
応
四
)
五
月
に
太
政
官
札
を
発
行
し
た
。
三
岡
八
郎
(
由
利
公
正
)
が
福
井
藩
で
行
っ
た
産
物
会
所
方
式
の
全
国
的
適
用
と

も
云
わ
れ
た
太
政
官
札
の
発
行
は
、
貨
幣
流
通
に
一
層
の
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
太
政
官
札
は
打
歩
が
つ
け
ら
れ
て
発
行
す
る
事
態
に
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一
八
六
八
年
十
二
月
四
日
に
、
政
府
は
太
政
官
札
に
つ
い
て
「
時
之
相
場
ヲ
以
適
用
可
致
様
」
と
時
価
流
通
を
認
め
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
政
府
は
翌
年
二
月
三
日
に
も
再
確
認
し
て
い
る
。
同
年
四
月
八
日
に
は
、
「
近
来
金
札
格
外
下
落
人
民
窮
迫

ニ
立
到
候
儀
」
と
金
札
価
値
が
下
落
し
て
お
り
、
こ
れ
が
た
め
に
「
正
金
金
札
共
不
融
通
ヲ
醸
シ
候
次
第
二
テ
」
と
正
金
と
金
札
の
流

通
が
滞
り
、
ま
た
金
札
よ
り
も
「
正
金
ヲ
慕
ヒ
候
人
気
ニ
相
監
と
太
政
官
札
よ
り
正
金
の
需
要
が
多
く
な
っ
て
、
太
政
官
札
の
流
通

が
円
滑
で
は
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
政
府
は
「
金
札
立
相
場
ヲ
以
取
引
致
シ
正
金
ヲ
以
仕
切
売
捌
ト
モ
不
致
舎
v

と
金
札
相
場
建
を
指

令
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
指
令
の
み
で
太
政
官
札
の
流
通
が
円
滑
に
行
く
も
の
で
な
か
っ
た
。

貨
幣
制
度
の
統
一
に
お
い
て
は
、
太
政
官
札
の
整
理
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
一
八
六
九
年
五
月
二
十
八
日
に
、
政
府
は
太
政
官
札

の
発
行
限
度
を
定
め
、
新
し
く
発
行
す
る
新
貨
幣
と
交
換
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
「
新
貨
幣
鋳
造
来
申
年
迄
之
間
引
替
可
被
下
院
一

ま
で
な
っ
た
。

と
交
換
方
針
を
出
し
、
正
金
と
の
交
換
で
打
歩
を
つ
け
る
こ
と
を
厳
禁
し
た
。
新
貨
幣
発
行
の
準
備
が
出
来
て
い
た
訳
で
な
か
っ
た
が
、

太
政
官
札
の
流
通
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
取
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
。

一
八
六
九
年
六
月
六
日
に
府
藩
県
に
対
し
て
「
高
一
万
石
ニ
付
金
札
二
千
五
百
両
ッ
、
石
高
ニ
応
シ
割
渡
相
成
候
」
と
石
高
に
応
じ

て
二
五

O
O両
を
割
り
当
て
「
正
金
ニ
換
へ
」
る
方
針
を
出
し
た
。
正
金
の
集
中
化
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
太
政

官
札
の
不
流
通
性
が
あ
っ
た
。

政
府
は
貨
幣
制
度
の
統
一
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
新
貨
幣
発
行
政
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
統
一
化
を
更
に
進
め
る
た
め
に
、
一
八

六
九
年
十
二
月
五
日
に
は
「
諸
藩
一
一
於
テ
旧
幕
府
ヨ
リ
許
可
ヲ
受
従
前
製
造
之
椿
幣
以
来
其
数
ヲ
増
益
致
シ
候
儀
厳
禁
被
仰
出
候
」
と

幕
府
の
許
可
を
得
て
発
行
し
て
い
た
藩
札
は
増
発
行
を
禁
止
し
、
既
発
行
総
高
を
七

O
年
十
一
月
ま
で
に
届
け
出
る
こ
と
を
命
じ
、
一

方
、
「
御
一
新
後
府
藩
県
ニ
胎
テ
格
幣
製
造
之
向
ハ
以
来
通
用
停
止
被
仰
出
札
口
と
維
新
以
後
に
発
行
さ
れ
た
藩
札
の
流
通
も
禁
止
す
る

政
策
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
政
策
は
必
ず
し
も
厳
守
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
れ
る
が
、
藩
札
の
発
行
は
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一

八
七

O
年
十
二
月
二
十
七
日
に
は
「
諸
藩
ニ
胎
テ
従
来
製
造
之
札
二
タ
通
ツ
¥
来
正
月
中
大
蔵
省
へ
可
差
出
候
事
」
と
命
じ
た
。
こ
う
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し
て
、
政
府
は
落
札
発
行
の
状
況
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
翌
年
四
月
四
日
に
は
「
是
迄
漉
立
有
之
地
紙
ノ
類
其
外
器
械
等
詳
御
取
調

封
印
致
シ
置
早
々
調
書
ヲ
以
処
分
伺
出
候
」
と
藩
札
製
造
用
の
地
紙
と
器
械
の
封
印
を
命
じ
、
藩
札
発
行
が
出
来
な
い
措
置
を
と
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
藩
札
整
理
が

一
層
具
体
化
し
た
。

中
央
集
権
的
な
貨
幣
制
度
の
確
立
に
は
、
貨
幣
の
統
一
化
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
政
府
に
よ
る
基
軸
通
貨
の
発
行
が
欠
か

一
八
七

一
年
五
月
に
、
円
、
銭
、
厘
を
通
貨
単
位
と
し
た
新
貨
幣
を
発
行
す
る
旨
を
布
達
し
た
。
新
貨
幣
に
は
先

せ
な
い
こ
と
か
ら
、

換
性
を
持
た
せ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
信
用
度
を
高
め
て
、
国
内
で
の
円
滑
な
流
通
が
目
論
ま
れ
た
。
さ
き
に
太
政
官
札
は
新
貨
と
交
換
す

る
方
針
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
藩
札
も
新
貨
と
引
き
換
え
る
方
針
が
出
さ
れ
た
。

廃
藩
置
県
に
際
し
て
、
次
の
方
針
が
出
さ
れ
た
。

明治初年における藩札の一考察

貨
幣
ハ
天
下
二
疋
ノ
品
ニ
テ
有
之
処
、
従
来
諸
藩
-
一
治
テ
各
々
種
々
ノ
紙
幣
ヲ
製
シ
其
通
用
価
位
区
々
ニ
相
成
不
都
合
ノ
事
ニ
候
、

今
般
廃
藩
ニ
付
テ
ハ
総
テ
今
月
十
四
日
ノ
相
場
ヲ
以
テ
追
テ
御
引
換
相
成
候
条
此
旨
兼
テ
可
相
心
得
事
。

と
藩
札
を
七
月
十
四
日
の
相
場
で
交
換
す
る
方
針
を
出
し
た
。
廃
藩
置
県
に
際
し
て
藩
札
交
換
の
政
策
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
廃

藩
置
県
が

一
連
の
政
策
の
上
に
断
行
さ
れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
翌
日
七
月
十
五
日
に
大
蔵
省
の
布

達
で
、
交
換
相
場
の
設
定
に
お
い
て
詳
細
な
規
定
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
も
出
て
い
る
。
そ
れ
は
八
条
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

従
来
通
用
ノ
紙
幣
ハ
御

一
新
前
後
一
一
不
拘
都
テ
辛
未
七
月
十
四
日
ノ
相
場
ヲ
以
テ
追
テ
御
引
替
可
相
成
一
一
付
右
相
場
書
付
早
々
取
調

可
差
出
事

と
七
月
十
四
日
の
藩
札
相
場
の
報
告
を
求
め
、
ま
た
地
域
に
応
じ
た
相
場
場
所
の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
、

右
相
場
相
定
候
ハ
、
速
ニ
其
旨
各
管
下
細
民
共
マ
テ
不
洩
様
布
告
イ
タ
シ
向
後
右
相
場
ニ
付
心
得
違
無
之
様
可
致
事

と
相
場
に
つ
い
て
は
布
告
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
一
方
、
藩
札
発
行
に
際
し
て
の
準
備
金
に
つ
い
て
は
、

右
紙
幣
ニ
付
従
来
元
備
ノ
引
替
準
備
金
ハ
現
高
精
細
ニ
取
調
同
様
可
届
出
事
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と
現
高
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

同
年
九
月
十
九
日
に
は
発
行
し
た
藩
札
高
、
準
備
金
に
つ
い
て
は
「
別
紙
雛
形
ノ
通
相
場
準
備
金
ハ
勿
論
御
引
換
可
相
成
紙
幣
高
内

課
共
早
々
取
調
当
十
月
五
日
迄
可
差
出
候
事
」
と
雛
形
に
基
づ
い
て
報
告
書
を
作
成
し
、
十
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

た。
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藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
が
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
新
貨
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
段
階
に
あ
っ
て
は
、

し
か
し
、

一
定
の
方
針
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

一
八
七
二
年
(
明
治
五
)

一
月
に
は
新
貨
の
配
布
が
行
わ
れ
出
し
た
。

一
月
二
十
日
に
「
来
壬
申
年
二
月
十
五
日
ヨ
リ
右
各

種
ノ
内
差
向
一
円
五
十
銭
二
十
銭
十
銭
ノ
四
種
ヲ
発
行
セ
シ
メ
追
々
製
造
成
功
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
従
来
官
藩
両
様
ノ
金
札
ト
引
換
候
条

(
中
略
)
各
種
新
紙
幣
相
添
此
段
相
違
候
事
」
と

一
円
、
五
十
銭
、
二
十
銭
、
十
銭
の
新
貨
を
二
月
十
五
日
か
ら
発
行
し
、
金
札
と
の

交
換
を
行
っ
て
い
く
旨
を
告
げ
、
各
種
の
新
札
を
下
付
し
た
。
新
貨
条
例
に
基
づ
く
紙
幣
発
行
で
あ
っ
た
が
、
二
月
十
五
日
か
ら
の
発

行
に
よ
っ
て
、
藩
札
と
の
交
換
も
愈
々
具
体
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

発
行
さ
れ
る
新
貨
は
十
銭
以
上
の
比
較
的
高
額
で
あ
っ
た
。
藩
札
と
新
貨
を
交
換
す
る
に
は
小
額
の
も
の
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
銅
貨
で
あ
っ
た
。
一
八
七

一
年
十
二
月
に
銅
貨
の
発
行
に
関
す
る
布
達
が
出
さ
れ
た
。
十
二
月
十
九
日
に
旧
銅
貨
と
新
貨
と
の
交
換

比
価
を
定
内
)
同
月
二
十
二
日
に
は
藩
発
行
の
銭
札
と
新
貨
の
銅
貨
単
位
と
の
比
価
に
つ
い
て
布
達
し
た
。
こ
れ
は
小
額
貨
幣
の
交
換

に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
新
貨
が
比
較
的
小
額
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
一
八
七
二
年
(
明
治
五
)
六
月
に
は
「
新
貨
幣
旧

藩
製
造
椿
幣
価
格
比
較
表
」
が
出
さ
れ
た
。

(5) (4) (3) (2) (1) 

同同同同二2
婁右電香容

メk

明明明 JL
治 治治主

正 手正盟
四 四 二 三
月 月月定
八 八 三 士
日 日日ム

第 第第島
三 三百官
百 百 一 代
四四、世
十 十百歪
四 三ニ ム
号号、土

。亘由
一号
号



明治初年における藩札の一考察

(お.)(22) (2D (20)ω1) (18) U7) (16)ωU4) U3) U2) UU UO) (9) (8) (7) (6) 

同
右
。
同
書
、
明
治
二
年
五
月
二
十
八
日
、
第
四
百
八
十
一
号
、
四
百
八
十
二
号
。

同
書
、
明
治
二
年
六
月
六
日
、
第
五
百
十
号
。

同
替
、
明
治
二
年
六
月
六
日
、
第
五
百
九
号
。

同
書
、
明
治
二
年
十
二
月
五
日
、
第
千
百
十
八
号
。

同
右
。

同
書
、
明
治
三
年
十
二
月
二
十
七
日
、
第
千
二
十
二
号
。

同
書
、
明
治
四
年
四
月
四
日
、
太
政
官
第
百
六
十
七
号
。

問
書
、
明
治
四
年
五
月
、
太
政
官
第
二
百
六
十
七
号
。

問
答
、
明
治
四
年
七
月
十
四
日
、
太
政
官
第
三
百
五
十
五
号
。

同
書
、
明
治
四
年
七
月
十
五
日
、
大
蔵
省
第
十
七
号
。

同
右
。
同
右
。
問
書
、
明
治
四
年
九
月
十
九
日
、
大
蔵
省
第
五
十
三
号
。

同
書
、
明
治
五
年

一
月
二
十
日
、
太
政
官
第
十
五
号
。

同
書
、
明
治
四
年
十
二
月
二
十
二
日
、
太
政
官
第
六
百
五
十
八
号
。

同
替
、
明
治
四
年
十
二
月
二
十
四
日
、
太
政
官
第
六
百
七
十
九
号
。

同
替
、
明
治
四
年
六
月
、
大
蔵
省
第
七
十
三
号
。

一
、
佐
賀
藩
の
藩
札
状
況

こ
の
政
策
の
下
で
の
佐
賀
地
域
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

以
上
、
維
新
政
府
の
藩
札
整
理
方
針
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
た
が

よ〉つ。
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ま
ず
佐
賀
藩
の
藩
札
発
行
高
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

佐
賀
藩
は
安
政
期
に
大
量
の
藩
札
を
発
行
し
、
そ
れ
で
も
っ
て
領
内
の
産
物
を
買
い
入
れ
、
長
崎
で
販
売
し
て
収
益
を
え
る
政
策
を

と
っ
た
。
軍
事
力
強
化
の
た
め
に
と
ら
れ
た
政
策
で
あ
る
が
、
維
新
以
後
に
お
い
て
は
、
戊
辰
戦
争
と
の
関
連
で
藩
札
の
発
行
を
行
っ

た
が
、
こ
れ
は
預
り
金
札
の
形
式
を
と
っ
た
。
翌
年
に
も
札
を
製
造
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
佐
賀
県
は
一
八
七
一
年
五
月
に

次
の
よ
う
な
届
げ
を
し
て
い
る
。
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当
県
内
是
迄
致
施
行
M
H

金
銀
椅
幣
引
替
支
消
之
目
的
左
之
通
確
定
者
仕
度
一
一
御
座
候
、
尤
胴
金
之
義
者
概
相
備
置
M
H

処
、
御
一
新
前

後
県
内
不
得
止
事
情
有
之
、
一
時
貸
付
ケ
或
者
振
替
ホ
之
筋
-
一
遣
出
シ
取
纏
兼
外
付
、
不
得
止
年
限
ホ
差
廻
シ
外
半
而
者
支
消
難
相

成
都
合
有
之
、
尤
精
細
之
処
者
尚
又
追
而
御
届
仕
義
一
一
御
座

ω

{
剣
山
)

一
金
預
リ
五
拾
五
万
三
千
六
百
九
拾
両
余

右
者
明
治
二
巳
年
遺
出
高
当
辛
未
十
二
月
迄
ニ
引
替
切
捨
方
外
、
但
兼
而
相
備
置
外
準
備
金
ヲ
以
テ
引
替
可
申
積
一
一
御
座
外

一
銀
札
六
拾
四
万
千
百
拾
両
余

右
者
安
政
辰
年
以
来
遣
出
シ
高
、
来
壬
申
年
ヨ
リ
向
四
ヶ
年
乙
亥
年
十
二
月
迄
-
一
引
替
切
捨
可
申
川
、
但
兼
而
相
備
置
準
備
金

.
之
内
一
時
貸
付
振
替
之
遺
出
シ
此
年
限
内
取
立
右
金
引
替
可
申
積
、
尤
不
足
も
可
有
之
M
W

得
共
、
右
者
精
細
取
調
追
而
御
届
可

仕
M
W

一
旧
拾
五
万
五
千
三
百
弐
拾
両

右
者
去
庚
午
年
務
立
遺
出
シ
ニ
不
及
分
、
胎
佐
賀
則
切
捨
可
申

ω

一
同
八
万
八
千
両

右
者
同
年
齢
大
阪
務
立
外
分
、
同
所
ニ
而
則
切
捨
可
申

ω

一
同
地
紙
一
式



一
同
版
木
一
式

一
八
七

O
年
に
預
金
札
で
五
五
万
三
六
九

O
余
両
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
現
存
の
預
金
札
を
み
る
と
、
同
年
六
月
に
銀
会
所
か
ら
発

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
銀
札
は
一
八
五
六
年
か
ら
発
行
さ
れ
、
六
四
万
二

O
O余
両
に
な
っ
て
い
る
。
銀
札

と
預
金
札
の
発
行
数
は
膨
大
で
あ
る
。
預
金
札
の
発
行
は
、
戊
辰
戦
争
な
ど
に
よ
っ
て
財
政
的
出
費
が
嵩
ん
だ
こ
と
な
ど
が
要
因
に
な
っ

明治初年における落札の一考察

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
翌
年
に
も
二
四
万
三
三
二

O
両
が
製
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
藩
札
が
七
一
年
に
も

製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
藩
札
が
財
政
運
営
で
重
要
な
役
割
を
持
つ
も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
安
政
期
、
明
治
二
年
に
藩
札
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
安
政
期
に
お
け
る
発
行
高
は
銀
札
で
六
四
万
二

一
O
両
余
と
大
量
の
発
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。
安
政
期
に
お
け
る
対
外
的
危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
軍
事
力
を
強
化
し
た
が
、
こ
の
費

用
調
達
に
大
量
の
藩
札
が
発
行
さ
れ
た
。
領
内
産
物
の
な
か
で
も
蝋
、
石
炭
の
藩
札
に
よ
る
買
い
揚
げ
と
、
産
物
の
領
外
販
売
に
よ
る

資
金
獲
得
と
い
う
政
策
に
応
じ
た
藩
札
の
発
行
で
あ
っ
た
。

一
八
六
九
年
(
明
治
二
)
に
は
預
札
の
形
式
で
藩
札
の
発
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
行
高
も
膨
大
で
五
五
万
三
六
九

O
両
余
に

一
年
間
に
こ
れ
だ
け
大
量
の
藩
札
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
領
内
で
は
物
価
が
騰
貴
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
た

及
ん
で
い
る
。

一
八
七

O
年
に
は
二
四
万
三
三
二

O
両
余
の
藩
札
が
製
造
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
遺
出
ニ
不
及
分
」
と
あ
り
、

発
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

と
み
な
さ
れ
る
。

佐
賀
藩
の
発
行
し
た
藩
札
は
、
安
政
期
、
明
治
二
年
の
も
の
を
合
わ
せ
る
と
一
一
九
万
四
八

O
O両
余
と
膨
大
な
量
に
及
ん
で
い
る
。

維
新
以
前
に
発
行
さ
れ
た
銀
札
に
つ
い
て
は
銀
札
製
造
元
帳
差
出
に
関
し
て
「
椿
幣
製
造
元
帳
差
出
延
引
ニ
付
而
御
届
」
と
し
て
、

一
八
八
二
年
六
月
二
四
日
に
佐
賀
県
は
大
蔵
省
に
次
の
よ
う
に
届
け
て
い
る
。

元
佐
賀
藩
格
幣
之
内
銀
札
預
札
両
種
有
之
候
処
、
全
預
札
製
造
元
帳
ハ
当
節
引
紙
ヲ
以
差
出
申
候
、
然
処
銀
札
製
造
元
帳
之
義
、
初

発
安
政
期
三
辰
年
ヨ
リ
数
年
ヲ
跨
数
度
製
造
候
処
、
一
昨
庚
午
以
来
藩
内
改
革
之
振
ヲ
以
、
局
ヲ
転
ス
ル
コ
ト
数
度
ニ
相
及
ヒ
、
書
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類
一
切
彼
是
ニ
散
乱
シ
、
然
ル
ニ
又
々
去
辛
未
冬
移
庁
一
一
付
テ
尚
又
相
混
居
、
依
テ
当
節
一
同
差
出
候
義
難
相
成
、
追
テ
取
調
出
来

40 

候
上
御
届
可
申
上
候
得
共
、
先
以
此
段
御
届
申
上
置
候
也

銀
札
に
つ
い
て
は
、
安
政
三
年
か
ら
の
数
年
間
に
か
け
て
製
造
し
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
預
札
と
異
な
っ

て
製
造
元
帳
の
整
理
が
順
調
に
な
さ
れ
て
い
な
い
旨
を
届
け
出
て
い
る
。

安
政
三
年
の
藩
札
事
情
に
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
一

O
日
に
藩
請
役
所
か
ら
次
の
よ
う
な
伺
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。

御
遣
出
相
成
来
M
W

米
筈
之
義
、
月
限
ホ
相
立
居
端
t
迄
致
通
用
、
惣
而
久
留
米
柳
川
筑
前
其
外
之
銀
札
月
限
ホ
無
之
、
余
程
利
方
米

筈
前
断
之
次
第
一
一
市
商
人
共
別
而
難
渋
罷
在
外
哉
一
一
相
聞
外
ニ
付
而
者
、
銀
札
一
一
被
相
改
月
限
ナ
シ
ニ
御
遺
出
相
成
方
有
御
座
間
有

敷
哉
奉
伺
候

佐
賀
藩
は
米
筈
の
形
態
で
藩
札
を
発
行
し
て
い
た
が
、
安
政
期
に
は
久
留
米
札
、
柳
川
札
、
筑
前
札
な
ど
の
方
が
流
通
度
が
高
い
。

そ
れ
は
通
用
期
間
を
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
で
、
佐
賀
藩
も
銀
札
に
し
、
通
用
期
間
を
定
め
な
い
で
発
行
す
る
こ
と
に
し
た

い
と
の
伺
い
で
あ
る
。

佐
賀
藩
の
一
八
四
九
(
嘉
永
二
)
年
の
米
札
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
書
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

酉 之内 米壱。京包

十可升当 覚

月相渡酉

外 語物成 成米十
会以 月
所上廿。 九
( 日
黒 限
EP 
) 



米
一
升
札
で
あ
る
が
、

一
八
四
九
年
十
一
月
に
発
行
さ
れ
、
「
戊
十
月
廿
九
日
限
」
と
あ
る
よ
う
に
、
翌
年
十
月
二
十
九
日
ま
で
の
通

用
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。
流
通
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
八
五
六
(
安
政
三
)
年
の
銀
札
で
は
流
通
期
間
の
限
定
が
な
く

な
り
、
表
書
に
は
「
預
銀
弐
拾
目
」
と
い
う
よ
う
に
、
預
銀
の
表
示
と
な
り
、
裏
面
に
は
、
「
此
切
手
与
銀
子
引
替
可
相
渡
也
」
と
書
か

れ
免
換
を
明
記
し
て
い
る
。

一
八
五
六
年
の
銀
札
は
、

そ
れ
ま
で
の
米
札
と
異
な
っ
て
、
紙
質
と
形
態
に
お
い
て
も
通
貨
と
し
て
の
実
体
を
伴
っ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

佐
賀
藩
で
は
、
藩
札
の
領
内
流
通
を
強
め
る
た
め
に
、
他
藩
の
藩
札
が
領
内
に
入
り
込
む
こ
と
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
。
年
不
詳

で
あ
る
が
、
幕
末
期
と
み
ら
れ
る
「
達
帳
」
の
中
に
、

明治初年における藩札の一考察

一
他
領
之
銀
札
御
領
内
ニ
而
取
扱
外
者
見
懸
リ
次
第
取
揚

ω上
過
銀
相
懸
可
申
事

と
あ
り
、
他
領
の
銀
札
を
領
内
で
取
り
扱
う
こ
と
を
厳
し
く
笹
め
て
い
る
。

安
政
期
の
銀
札
は
「
預
銀
札
」
で
あ
っ
た
。
一
八
七

O
年
の
「
預
金
札
」
は
、
こ
の
形
式
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
金

札
に
な
っ
た
の
は
「
元
佐
賀
藩
造
銀
札
之
義
、
戊
辰
年
五
月
銀
通
用
停
止
相
成
候
節
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
八
六
八
年
五
月
に
太
政
官

札
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
銀
流
通
の
禁
止
指
令
に
対
応
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
両
、
匁
、
分
の
貨
幣
単
位
が
導
入
さ
れ

fこ

一
八
六
九
年
の
預
金
札
は
、
預
銀
札
と
異
な
っ
て
銀
ま
た
は
金
と
の
先
換
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
党
換
の
こ
と
が
預
金
札
に
表
示

さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
れ
が
財
政
補
填
の
た
め
の
発
行
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
札
の
質
も
良
く
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
次
の
よ
う
な
記
述
に
も
出
て
い
る
。

佐
賀
製
藩
札
之
内
金
預
札
之
義
ハ
己
巳
之
歳
二
分
金
不
融
用
ニ
付
、

と
あ
り
、
品
質
も
悪
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
時
流
通
ノ
タ
メ
致
製
造
候
故
紙
性
悪
敷
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佐
賀
藩
が

八
七

O
年
に
製
造
し
た
滞
札
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
お
こ
う
。

用
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
弐
分
、
壱
分
、
一
一
朱
、

42 

一
八
七

O
年

一

朱

各

札

の

請

込

数

を

み

れ

ば

、

表

ー

の

よ

う

で

あ

る

。

こ

れ

は

製
造
さ
れ
た
藩
札
の
引
き
う
け
数
で
あ
る
が
、
一
月
七
日
に
は
式
分
札
が
四
千
枚
、
壱
分
札
が
八
千
…
枚
計
一
万
二
千
一
枚
の
詰
込
で

一
月
十
三
日
に
は
、
弐
分
札
が
一
千
枚
、
壱
分
札
一
万
九
千
枚
、
一
一
朱
札
一
万
九
千
枚
計
一
二
万
九
千
枚
が
請
込
ま
れ
て
い
る
。

月
に
入
る
と
、
ニ
月
一
日
に
は
弐
分
札
三
万
枚
、
苦
分
札
二
万
四
千
枚
、
ニ
朱
札

あ
る
。

万
四
千
枚
計
六
万
八
千
枚
の
詰
込
が
あ

丹
十
九
日
に
は
八
万
枚
、
詞
二
十
九
日
に
は
八
万
九
千
枚
の
詰
込
み
で
あ
る
。
大
量
の
藩
札
が
製
造
さ
れ
引
き
受
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
状
況
は
二
一
月
も
続
き
、
七
月
に
は
一
万
一
一
千
枚
、
十
月
に
七
万
二
千
枚
の
詰
込
み
が
あ
る
。
四
月
に
は
二
日

に
一
朱
札
が
五
万
枚
と
小
額
札
の
請
込
が
あ
る
。
五
月
に
は
詰
込
度
が
多
く
な
り
、
そ
れ
は
六
月
に
も
及
び
、
こ
の
月
に
一
八
万
八
千

枚
も
請
込
ま
れ
て
い
る
。
五
月
に
多
量
の
請
込
が
あ
っ
た
の
は
、
藩
札
製
造
が
進
展
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
請
込
ま
れ

た
総
数
に
お
い
て
は
、
弐
分
札
が
ニ
四
万
九
三
思
七
枚
、
壱
分
札
一
一
八
万
三
八
三
五
枚
、
二
朱
札
二
四
万
七
三
九
四
枚
、
一
朱
札
七
万

六
六
二
一
枚
で
あ
り
、
そ
の
総
数
は
一
五
五
万
九
二
二
七
枚
と
膨
大
な
数
量
に
及
ん
で
い
る
。
一
朱
札
が
相
対
的
に
少
な
く
、
弐
分
、

一
朱
札
が
一
一
四
万
台
、
壱
分
札
が
二
八
万
台
で
あ
り
、
壱
分
札
が
や
〉
多
い
と
し
て
も
、
極
端
な
製
造
数
の
差
が
な
い
こ
と
は
、
式
分
、

壱
分
、
一
一
朱
の
各
札
を
流
通
の
主
軸
に
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
製
造
枚
数
に
一
朱
札
を
除
き
揮
度
の
差

が
な
い
こ
と
は
、
発
行
総
額
の
点
か
ら
す
れ
ば
琵
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
弐
分
札
は
一
二
万
四
六
七
八
両
、
壱
分
札
は
七
万
九
五
八

両
、
一
一
朱
札
は
三
万
九
二
四
聞
と
あ
り
、
弐
分
札
が
四
割
近
い
比
率
を
占
め
る
。
一
朱
札
の
製
造
枚
数
が
少
な
く
、
弐
分
札
が
製
造
額

の
四
割
近
い
と
い
う
こ
と
は
、
預
金
札
の
発
行
が
貨
幣
補
壌
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
藩
財
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
に
呂
論
ま
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
口
取
引
や
多
額
の
支
出
用
に
製
造
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
佐
賀
藩
で
は
、
預
銀
札
と
預
金
札
が
大
量
に
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
藩
財
政
運
そ
の
た
め
に
支
出
さ
れ
て
い
た
。

五
九
五
貫
余
り
製
造
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
銀
六
八
匁
を
一
時
と
し
た
場
合
に
は
金
価
格
で
六
四
万
一

こ
れ
が

る

預
銀
札
は
四
万

。



明治初年における藩札の一考察

表 1 預金札誇込の様相

干明lぎて 弐分札 壱分札 二朱札 一朱札 総枚数

1870年 枚 枚 枚

1月7日 4.000枚 8.000枚 12.000枚

13日 1.000 19.000 19.000 39.000 

14日 871 924 7.299 9.044 

19日 25.000 8.000 33.000 

23日 24.000 12.000 36.000 

2月1日 30.000 24，000 14.000 68.000 

19日 36.000 27.000 17.000 80.000 

29日 11.000 44.000 36.000 2.000 89.000 

3月7日 13.000 13.000 

10日 16.000 26.000 28.000 2.000 72.000 

4月2日 5.000 24，000 30.000 79.000 

12日 1.000 6.000 3.000 10.000 

5月11日 40.000 40.000 

14日 40.000 40.000 

17日 9.000 9.000 6.000 4.000 28.000 

19日 8.000 20.000 28.000 

21日 8.000 20.000 4.000 32.000 

24日 12.000 18.000 30.000 

6月 1日 32.000 13.000 3.000 2，000 30.000 

7日 32，000 28，000 3，000 63.000 

8日 486 911 95 621 2.123 

合計 249.357 283，835 247，394 76，621 

124.678両 70.958両 30，924両 4，788両 231，350両

此金 8合 l勺 3合 1勺
5合 7合 5勺 2合 5勺 二札五才 二札五才

注 「明治三庚午年製造之分元佐賀藩製造格幣元帳写」より作成。
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預金札の両努出方と納り

関 i後 出 7ヨ i約 り 翁込役局

午 lfヲ21日預金札 1，000尚 午2月犯行 預金札 795雨 市療所

預金札 205前

1月24臼預金札 15，000潟 午2月9El 立iE 15，000阿 巴秋司原

2月2日 同 21，500両 "F2月9El 金 21，500潟 1/ 

2 J司19日預金札 27，000悶 午6月2日 金 27，000岡 11 

2月20日 |河 1， 300f!Uj 守二6刃2El ぎ長 1，300阿 1/ 

2月10日預金札 1，500附
午:6月2臼 メ3ベtz 3，500両 1/ 

1/ i可 2，000阿

3R9El i司 1，500符 午6月29日 金 1，500両 民秋河路

3月24日預金札 200符 午6Fl2El 金 200illo 日秋司)1l¥

4月8日 同 8，400両 午9月10日 長吉 8，008何 1/ 

4 R18R 預金札 25，000f，Iu "F4月21日 金 25，000附 E支秋司膝

5 R12日 ?資金札 3，OOOr潟 守二9月10日 金 3，000阿 巳秋司jゑ

5月28日預金札 2，000向 "F 6月3F3 '¥I? 2，000阿 卯秋司j議

6月25日預金札 6，000附 午6月25F3金札 6，000n母 物産局

7 Pl28日金札 6，000尚 物足主防

8月8El 預金札 399附3分 Jlll山部会所

8月llF3 預金中し 600附 8月11日 金 600岡 納戸

8 R19臼預金札 1，000総 8月19日 ♂玄li' 1，000附 役内

9月17日 3人J1.、 8，000f>号 9月17日預金本L 8，000附 ，鳥察隊索活重方

9月18日 王J立、、 800鉛 9月18EI 金 800附 1/ 

10月24臼預金札 5，750潟 10月24日 子校 5，75()[lljj 日秋尺j燦

器提 2

両
余
に
相
当
し
た
。
こ
の
預
銀
札
は

れ
や
戊
辰
戦
争
勝
決
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に
支
出
さ
れ
た
こ
と
が
、

八
七

に
佐
賀
県
が
政
府
に
提
出
し

た

ト
Am
れ
リ
ノ

知
れ
る
。
「
従
前
製
造
幣
」
と
し
て
、

の
金
額
を
記
し
た
後
で

設 rU)j治三三品f~f二年事;gii];と分Jê佐液製造椛燃え特，'1). J より作成。

七
万

四
七
て
尚
、
永
七
七
文
二

に
つ
い
て

ハ
ヨ
進
鑑
其
外
代
弁

戊
炭
己
己
ニ
ケ

一

返
弁
之
呂
的
難
相
付

と
あ
り
、
預
銀
札
の
八
九
%
が

と
奥
羽
出
兵
費
用

出
さ
れ
た
こ
と
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
点
を
両
替
用
に
支
出
さ
れ
た

頭
金
札
の
動
向
円
か
ら
検
出
し
て
お
こ

〉つ。
両
替
用
の
支
出
金
と
そ
の
返
納
状

況
を
み
れ
ば
、
表
2
の
よ
う
で
あ
る
。



月
二
十
四
日
に
は
、
金
預
札
の

で
司
療
に

万
五
千
両
が
「
右
者
両
替
出
方
」
と
し
て
巴
秋
司
庫
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。
藩
札
が
藩
財
政
運
営

の
た
め
一
万
五
千
両
が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
藩
札
が
重
要
な
役
割
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
れ
る
。
こ

の
預
金
は
二
月
九
日
に
返
納
さ
れ
て
い
る
。

一
月
一
一
一
日
に
は
、

二
万
一
五

O
O障
が
両
替
用
と
し
て
出
さ
れ
、
こ
れ
は

一
日
に
返

納
に
な
っ
て
い
る
。
物
産
局
に
対
し
て
は
、
六
月

自
に
金
預
札
が
六
千
両
が
「
納
ル
」
と
あ
る
。
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
、
藩
札
が

太
政
官
札
で
返
納
と
な
っ
て
い
る
。
両
替
用
に
金
預
札
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
は

と
記
述
が
な
い
の
で
返
納
金
が
ど
の

よ
う
な
貨
幣
種
類
で
返
納
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
頭
金
札
が
両
替
用
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。預
金
札
が
藩
財
政
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
物
産
局
へ
の
支
出
状
況
に
も
出
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
)

物
産
局

明治初年における落札の一考察

一一午一一向一一己

金引払金方
預Z見札E
四立三。三g
千JL千票千5
0 障切時宗
o 0印

黒
印

〆

(
黒
印
)

此
二
篇
古
帳
占
直
ス

(
黒
印
)

(
黒
印
)

11慎

〆
金
壱
万
円

右
者
取
替
元
高
ヲ
三
ツ
割
ニ
〆
年
二
一
一
一
分
之
壱
充
其
年
之
十
二
月
ニ
可
相
払
、
尤
利
金
丹
一

ハ
朱
ニ
〆
年
t
皆
済
可
相
整
詩
文

ま
へ

金九未
:::i::rJ-:::<七
予寺む令デ11

面2
両子息内
陣謹
」一之
!読

抹主
消高
)約

右
者
物
産
所
出
切
書
出
を
以
越
方
前
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、

八
六
九
年
九
月
十
五
司
に
太
政
官
札
が
三
千
両
、
間
十
九
日
に
閉
じ
く
三
千
障
が
支
出
さ
れ
、

九
日
に
は
預
金
札
が
四
千
両
支
出
さ
れ
て
い
る
。
一
八
六
九
年
に
は
太
政
官
札
で
あ
っ
た
の
が
、
七

O
年
に
は
預
金
札
で
の
支
出
に
な
っ

て
い
る
。
新
し
く
製
造
さ
れ
た
藩
札
が
物
産
局
の
運
用
資
金
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
は
月
八
朱
の
利
金
を
加
え
て
十

月

イ司

二
月
に
返
納
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
八
七

O
年
に
は
出
切
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
預
金
札
は
大
設
に
製
造
さ
れ
、
そ
れ
が
財
政
運
営
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
戊
辰
戦
争
な
ど
で
多
額
の
費
用
を
要
し
、
そ
れ
が
財
政
一
過
追
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
財
政
補
墳
の
た
め
に
支

出
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
膨
大
な
藩
札
発
行
も
発
行
基
金
な
し
に
施
行
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
藩
札
剖
収
政
策
と

し
て
、
政
府
は
一
八
八
二
年
、
月
に
準
備
金
の
報
告
を
命
じ
た
が
、
そ
れ
に
は
草
文
小
判
が
一
一
万
二
一
二
六
九
枚
、
こ
れ
は
一
枚
金
四
時

八
合
五
勺
と
し
て
一

O
万
八
四
八
九
一
向
に
な
り
、
ま
た
、
保
宋
小
判
が
九
一
一
二
枚
あ
り
、
一
枚
が
四
両
二
合
五
杓
替
と
し
て
三
万
八

七
二
六
両
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
に
式
分
判
が
三
万
一
八
一
両
、
二
分
銀
が
一
二
八
九
両
、
式
朱
金
が
一
一

O
O両
あ
り
、

太
政
官
札
も
三
六
八
時
あ
る
と
申
請
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
、
草
文
小
判
、
保
宋
小
判
、
保
字
小
判
な
ど
旧
幕
府
正
貨

ま
た
、
政
府
が
発
行
し
た
太
政
官
札
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。
八
七
九
年
時
の
正
賞
保
有
高
は
不
明
で
あ
る
が
、

八
七

O
年

の
藩
札
の
発
行

が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、

八
八
二
年
の
準
備
金
に
関
す
る
申
告
状
況
か
治
り
す
れ
ば
、
少
な
く
な
い
額
の
正
質
保
有
高
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
安

政
期
の
預
銀
札
と
異
な
っ
て
党
換
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
不
換
藩
札
と
し
て
発
行
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。

預
金
札
に
つ
い
て
は
八
七
一
年
十
丹
七
日
に
「
預
金
札
之
義
ニ
付
御
鼠
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
届
け
を
紙
幣
寮
に
出
し
て
い
る
。

一
見
佐
賀
藩
製
造
預
金
札
之
義
、
裏
面
佐
賀
薄
之
印
ヲ
押
ト
不
押
ト
有
之
如
何
之
諜
ニ
挟
哉
御
間
合
相
成
、
右
者
最
初
藩
印
ヲ
不
押
発

行
致
候
処
、
藩
名
無
之
荷
不
都
合
-
一
付
、
日
日
十
月
比
ヨ
リ
佐
賀
藩
印
ヲ
押
発
行
致
鰻
義
一
一

シ
テ
適
用
致
来
候
、
此
段
御
尋
一
一
付
申
上
候
也

尤
最
前
選
出
居
候
分
者
其
鑑



こ
れ
に
よ
れ
ば
預
札
は
発
行
当
初
藩
名
な
し
で
発
行
し
て
い
た
が
、
一
八
七
一
年
十
月
墳
か
ら
は
藩
名
を
札
裳
聞
に
押
す
よ
う
に

な
っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
準
備
金
を
用
意
し
て
発
行
さ
れ
た
が
、
藩
名
を
付
さ
な
い
と
社
会
的
信
用
を
保
ち
が
た
い
状
況
に
あ
っ
た

こ
と
が
出
て
い
る
。
藩
札
の
錨
値
を
維
持
す
る
た
め
に
は
矢
張
り
藩
名
を
必
要
と
し
て
い
る
。

預
金
札
の
中
で
物
産
基
立
金
と
し
て
運
用
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
若
干
検
討
し
て
お
こ
う
。

表
3
は
一
八
七
二
年
五
月
に
作
成
さ
れ
た
「
元
佐
賀
県
物
産
基
立
貨
下
ヶ
金
目
安
」
の
内
訳
で
あ
る
。
物
産
基
立
金
か
ら
貸
付
け
ら

n 

の
な
か
で
、
未
返
納
に
関
す
る
も
の
な
の
で
、
こ
れ
以
外
に
も
貸
付
け
が
な
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
表
か
ら
す
れ
ば
、
石

炭
、
淘
磁
器
、
茶
、
塩
、
素
麺
の
襲
造
や
産
出
用
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

石
炭
で
は
、
高
嶋
炭
坑
用
に

万
六
一
六
四
両
が
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
。
高
嶋
炭
坑
は
一
八
七

O
年
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
ボ
ー
ド
イ
ン

商
会
と
佐
繋
藩
が
共
同
経
営
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
資
金
に
物
産
基
立
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
貸
付
は
廃
藩
置
県
以
降
の

J¥ 
七

年
九
月
で
あ
る
。

明治初年における務中しの一考察

炭
坑
経
営
資
金
と
し
て
も
運
用
さ
れ
て
い
る
。
高
炭
に
関
し
て
は
、

め
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ー
に
は
楠
久
牧
鳴
と
横
辺
田
西
郷
焼
米
で
の
石
炭
採
掘
の
た

機
久
牧
轄
に
つ
い
て
は
、

物
産
基
立
金
貸
付
内
訳

一
万
五

0
0
0両
が
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
訳
は
、

= 凡

正
金
壱
万
五
千
両
取
替
一
一
〆
致
借
用
候

但
摘
久
郷
牧
由
一
同
石
炭
掘
仕
組
一
一
付
丹
壱
部
御
益
附
ニ
〆
出
炭
質
揃
代
金
ヲ
以
元
利
共
無
謀
返
納
可
相
整
義
ニ
御
経
外
、
伺
時
一
札
如

件
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物産主主立金貸付内訳

金 利息、 貸付年月 借用人 用途

金 11，164両2合9杓2札 月l分 明治4年9月 (古焚忠四郎

松林公留

金 2，100両 月l分半 米3月 石炭部入用

嶋半次 11 

八放次郎助 11 

金 15，000術 月1分 3年3月 百武作お衛内 石炭綴出シ

サンフランシ
金 12，600雨 10月 加資精作 スコ博覧会持

越品質入代

金 1，500両 月1分 3年8月 吉村謙助 神埼宿書長麹
{士正直

金 6，000荷 月1分半 4年2月 好泰介 茶仕組用

小川i五八 11 

鵜半次 11 

八波次郎助 11 

霊祭3

注 í5ë佐，~号線物産主E立芸者下ケ金 13安井illH雪写:J (i設省進途j明治五年自六丹j;IJ九月)より作成。

と
あ
りお明
と治

石三
炭年
採午
蝦
の
た
め

!¥ 
七

百
武
作
治
衛
門

48 

月

一
万
五

0
0
0両
が

一
年
ニ
月
に
月

分
の
利
息
で
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
。
物
産
基

立
金
が
当
時
佐
賀
藷
で
重
要
物
産
で
あ
っ
た
石
炭
の
採
掘
用
と

し
て
支
出
さ
れ
て
い
る
。

横
辺
国
西
郷
焼
米
で
の
石
炭
採
掘
で
は
、

一
八
七
一
年
一
一
一
月

に
二
二

O
O両
が
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
抵
当
物

件
と
し
て
、
貯
炭
さ
れ
た
石
炭
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

覚
一
千
百
両
受
取
申
鍛

担
焼
米
其
外
石
炭
部
入
用
丹
E
壱
歩
半
議
如
ト
シ
テ
当

八
月
限
リ
元
利
無
疎
返
納
可
相
整
候
、
為
担
当
別
紙
お

炭
頭
リ
手
形
壱
紙
差
出
申
候
、
尤
其
内
可
然
注
文
之
者

ハ
御
苑
放
可
被
成
於
然
者
元
利
金
過
不
足
勘

定
相
成
ト
シ
テ
佑
テ
証
文
如
件

未
三
月

小

川

五

八

(
印
)

島

半

次
(
印
)

八
益
次
郎
助
(
印
)



一一一一

O
O両
が
一
一
一
月
に
借
入
れ
、
同
年
八
月
に
返
納
す
る
と
し
、
利
子
は
月
一
五
%
と
あ
る
。
か
な
り
多
額
の
資
金
の
信
用
が
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
折
に
提
供
さ
れ
た
の
が
、
志
久
村
、
焼
米
村
で
採
掘
し
た
お
炭
で
あ
る
。
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

ふ'"見
上
高
炭
六
十
万
斤

下
向
弐
百
四
十
万
斤

A

上
石
炭
百
六
十
万
斤

一
下
間
四
十
万
斤

志
久
村

境
米
村

右
之
連
焼
米
其
外
出
炭
相
留
置
申
鋭
、
追
テ
此
手
形
引
替
現
品
相
渡
義
ニ
候
、
以
上

小
川
五
八
(
印
)

嶋

次
(
印
)

八
益
次
郎
助
(
印
)

志
久
村
で
採
掘
さ
れ
た
上
古
炭
六

O
万
斤
、
下
石
炭
二
四

O
万
斤
、
焼
米
村
で
の
上
石
炭

ムハ

O
万
斤
、
下
石
炭
四

O
万
斤
が
抵
当

明治初年における落札の一考祭

と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
お
炭
販
売
や
採
掘
は
円
滑
で
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
、

ま
だ

九
1¥ 

一
八
七
ニ
年
五
月
に
は
、

O
河
が
返
納
さ
れ
て
い
な
い
。

で
は
、
嬉
野
、
武
雄
両
郷
の
茶
仕
組
と
し
て
金
六

0
0
0一
向
が
一
八
七
一
年
三
月
に
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
向
郷
で
は
茶
生

産
が
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
特
巌
品
の
生
産
に
対
し
て
資
金
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る
。

杵
島
郡
自
石
地
域
の
陶
器
及
び
炭
焼
立
用
に
一
一
一

0
0
0両
が
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
。
同
地
域
は
古
く
か
ら
の
掬
器
生
産
地
域
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
生
産
の
振
興
が
計
ら
れ
た
も
の
と
み
れ
る
。

山
城
郷
長
崎
村
正
麗
伊
助
に
対
し
て
塩
仕
組
照
と
し
て
二
三
五
両
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
山
城
郷
は
新
出
開
発
が
幕
末
期
に
麗
人
資
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本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
塩
田
も
こ
れ
に
関
連
し
て
造
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
製
塩
に
対
し
て
の
貸
付
け
で
あ
っ
た
。

神
埼
素
麹
の
生
産
に
対
し
て
一
一

0
0
0両
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
神
埼
地
域
は
素
麺
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対

50 

し
て
資
金
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る
。

佐
賀
器
用
達
蕗
武
富
八
郎
次
に

一
二
三
八
両
が
貸
付
残
に
な
っ
て
い
る
が
、
武
富
八
郎
次
は
幕
末
期
に
は
海
運
業
を
積
極
的
に
営
み
、

佐
賀
藩
特
産
品
の
な
か
で
も
石
炭
を
大
披
や
長
崎
に
運
び
販
路
拡
大
に
当
た
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
物
産
基
立
金
と
し
て
貸
付
け
ら
れ
た
資
金
の
中
で
、
未
返
納
額
か
ら
貸
付
け
の
内
容
を
検
討
し
た
が
、
藩
内
の
特

産
品
生
産
資
金
と
し
て
物
産
基
立
金
が
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
お
炭
、
茶
、
陶
器
、
堪
、
炭
、
素
趨
な
ど
の
生
産
資
金

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
貸
付
け
の
多
く
が
、
一
八
七

O
年
か
ら
七
一
年
で
あ
る
こ
と
は
、
殖
産
興
業
資
金
と
し
て
碁
立
金

が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
預
金
札
の
発
行
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
藩
札
の
発
行
が
犠
産
資
金
と

し
て
運
営
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。

注
(1) 

「
雨
京
大
阪
長
崎
衆
文
」
明
治
四
年
半
米
正
月
ヨ
リ
十
二
月
迄

は
同
館
蔵
)
。

「
管
省
進
透
」
明
治
五
年
出
口
一
月
到
八
月
第
二
十
四
号
。

「
箆
圧
公
御
年
譜
地
取
」
安
政
一
一
一
年
丙
辰
六
月
十
日
。

吉
田
米
品
一
一
六
編
「
図
説
佐
袈
漆
の
落
札
い
(
九
州
貨
幣
史
学
会

同
議
、
一
五
二

1
一
六
三
頁
。

「
透
帳
」
年
不
詳
。

「
官
省
進
達
」
明
治
五
年
由
同
六
月
到
九
月
。

同
右
。
「
剖
尚
一
蹴
伺
扇
議
類
」
明
治
五
年
六
月
。

「
明
治
一
一
一
皮
午
年
製
造
方
光
佐
賀
務
製
造
機
幣
元
阪
写
」
。

第
六
十
七
号
(
史
料
は
佐
賀
県
立
図
議
館
蔵
。
以
下
特
に
記
さ
な
い
限
り
、
史
料

QO) (9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) 

一
九
八
一
一
一
年
)

一四
O
頁。



(]7) (1日(15)(1司(13)(12) (11) 

「
官
省
進
遼
」
明
治
五
年
十
一
月
。

問
、
明
治
五
年
自
七
月
弼
十
一
月
第
七
十
一
一
一
号
。

問
、
明
治
七
年
一
一
一
月
ヨ
リ
五
月
マ
テ
。

「
諮
願
伺
局
審
控
」
開
明
治
況
年
六
月
。

士
山
久
村
、
焼
米
村
の
石
炭
に
つ
い
て
は
、
「
北
方
町
出
人
中
」
(
一
九
八
六
年
)

「
熔
野
町
史
上
巻
い
(
一
九
八
二
年
)
ム
ハ

0
0
1六
一
一
間
交
。

吋
一
籾
埼
附
町
出
人
」
(
一
九
七
二
年
)
五
一
一
一
六

1
五
一
一
一
八
真
。

一
1
四
八
六
頁
、
向

T 

九
八
七
年
)
年
表
参
照
。

問
、
小
城
藩
の
藩
札
状
況

明治初年における滋札の一手雪渓

に
は
藩
札
を
発
行
し
て
い
な
か
っ
た
佐
賀
支
藩
の
小
城
藩
で
も
、
一
八
六
九
年
に
藩
札
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
幕
藩
期
に
は
、

幕
府
に
よ
る
制
約
と
本
務
と
の
関
係
か
ら
、
藩
札
の
発
行
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
幕
時
の
崩
壊
と
支
藩
の
自
立
性
の
進
展
に
よ
っ
て
、

藩
札
発
行
の
制
度
的
諮
窓
口
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
発
行
を
可
能
に
さ
せ
た
。
こ
の
基
礎
状
況
の
変
北
の
上
に
、
藩
財
政
の
逼
迫
が
藩
札

の
発
行
を
遂
行
さ
せ
た
と
み
れ
る
。

小
城
藷
の
一
八
六
九
年
の
藩
札
は
、
預
金
札
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。

預
金
札
発
行
の
経
緯
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
た
も
の
が
あ
わ
〉

御
創
業
之
際
府
藩
賎
共
生
産
富
殖
御
鹿
内
御
富
強
之
制
御
慕
礎
可
致
為
興
接
厚
制
御
仁
憧
之
御
趣
意
ヲ
以
御
施
行
、
石
高
御
拝
錆
ホ
モ
被

仰
付
御
趣
旨
難
有
奉
感
戴
適
用
方
精
E

尽
力
仕

ω得
共
、
免
角
臨
限
之
愚
民
疑
惑
正
椿
之
差
位
ヲ
生
シ
、
別
而
絶
梅
避
遠
之
民
情
ハ

上
向
之
形
状
ヲ
窺
倍
狐
疑
其
鑓
来
地
方
官
之
不
行
扇
難
免
ト
者
乍
取
、
御
趣
意
不
貫
徹
処
右
上
御
廟
堂
ニ
モ
深
致
為
在
御
憂
慮
避
邑

{際
限

ル
迄
普
通
可
致
様
連
t
御
蔽
令
モ
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と
太
政
官
札
発
行
の
趣
旨
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
で

正
格
御
引
換
ヲ
モ
披
仰
付

ω折
柄
尚
文
砕
身
粉
骨
西
方
説
諭
ヲ
加
M
H

ニ
而
小
前
之
融
通
困
窮
現
場
今
日
之
活
動
停
息
終
二
人
力
ニ
テ
以
難
遇
貫
事
実
ニ
至
リ
、

と
太
政
官
札
は
高
額
紙
幣
が
多
い
の
で
、
人
々
の
間
で
は
流
通
せ
ず
、
人
力
で
は
流
通
を
拡
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
太
政
官
札
が

佐
賀
地
域
で
は
円
滑
に
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
こ
に
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
指
摘
し
た
上
で
、
続
け
て

然
半
秋
収
之
及
季
節
祝
納
方
必
至
窮
迫
下
畏
歎
今
更
一
一
活
法
無
之
、
不
得
止
情
実
、
ro
一
時
前
全
之
寵
宜
ヲ
計
、
預
券
差
出
川
川
半
者
第

一
御
布
告
之
御
趣
意
モ
貫
徹
仕
、
前
之
苦
難
モ
活
助
可
仕
一
途
ニ
ム
仔
込
、
去
日
十
二
月
藩
内
隈
弐
歩
以
下
半
朱
札
右
預
券
発
顕
佐
川
川

と
記
し
て
い
る
。
太
政
官
札
の
不
流
通
性
を
補
う
目
的
で
発
行
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
預
札
発
行
を
合
理
化
さ
す
た
め
の
名

目
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
肝
要
な
の
は
、
一
八
七
一
年
十
二
月
に
発
行
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
濁
迫
す
る
藩

財
政
の
補
墳
の
た
め
の
発
行
を
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
は
小
城
藩
で
の
預
札
発
行
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
佐
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遠
僻
之
藩
兼
而
正
銭
払
底
ハ
御
発
行
之
金
札
過
半
大
札

賀
藩
に
も
適
用
で
き
る
事
情
と
み
な
さ
れ
る
。

小
城
蕃
が
藩
札
を
発
行
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
年
八
月
に
提
出
し
た
報
告
書
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
わ
)

二
見
小
城
器
紙
幣
製
造
無
之
段
庚
午
ニ
月
中
御
窟
仕
候
義
ハ
、
指
幕
、
5
許
可
ヲ
請
候
紙
幣
之
有
無
御
持
合
ニ
付
、
前
新
御
窟
為
仕
義

ニ

郷

鹿

候

、

製

造

之

年

月

ハ

己

巴

十

一

月

初

旬

、

5
発
行
仕
候
、
員
数
者
在
之
通
御
麗
繰

/¥ 
七

丹
中
占
相
始
、

金
四
万
四
千
八
百
一
二
十
四
時
壱
歩
式
朱

藩
札
製
造
は
一
八
六
九
年
十
月
か
ら
で
、
発
行
は
十
一
一
月
初
旬
で
あ
り
、
発
行
額
は
四
万
四
八
三
四
両
で
あ
る
旨
を
記
し
て
い
る
。

戊
辰
戦
争
な
ど
に
よ
る
経
費
の
増
大
が
藩
札
発
行
を
促
進
さ
せ
た
と
み
れ
る
が
、
そ
の
発
行
穣
類
と
各
札
の
発
行
枚
数
を
み
れ
ば
、
表

4
の
よ
う
で
あ
る
。

札
種
で
は
、

分

一
分
、
ニ
朱
、

一
朱
、
半
朱
の
五
種
類
で
あ
り
、
発
行
枚
数
で
は
、
半
朱
札
が
二
万
五

0
0
0枚
で
あ
る
外
は
、



小械務製造紙幣荷後 4

44，834悶1分2条全綴札

内

校

2分干し=45，700

1分中L=48，600

2条札ニ48，100

1条札=48，600

半朱札口25，100

i:H1ぽfIi韮i主J(明治五年五3;';:r'l到九月)
より{乍1点。

小城預金札号11臭剤備金
(明治4年 8F!l

金 額 内 訳

1.製造預金 倒i布告ニ付相残居候製造

オL潟44，525 之本し其鐙切絵候潟309ff埼

雨 2分2朱引テ
内

5，414悶 i皐々ヨi換候分

2ま引

残39，111間 右者引換手残御座{段、尤

1L之適相鱗屑申{段

i射能金 一分銀子子宮札号事ニ而相備

屑{段

永559文 明治三年寺寄金 l万912附

米 5，501依 永441文ニ当テヱド文之遜

念米相官有底{段

霊祭 5

い
ず
れ
も
四
万
台
の
枚
数
で
、
比
較
的
均
等
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
発
行
枚
数
は
総
計
で
二
一
万
六
一

O
O枚

I主 f小城主1金本Lgl機用 !í~繍金;潟J (f官省進i意J[労

治五年El六月約九月)より作成。

る
。
小
藩
の
発

行
数
と
し
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
と
み
れ
る
。
な
お
、
製
造
総
額
の
四
万
四
八
三
田
両
の
う
ち
、
一
二

O
九
両
は
「
是
者
製
造

シ
テ
散
布
一
小
致
岱
)
と
あ
り
、
実
際
に
は
流
通
し
て
い
な
い
。
そ
れ
や
え
、
発
行
さ
れ
た
額
は
四
万
四
五
二
五
両
で
あ
る
。

小
城
藩
金
額
札
も
党
換
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
佐
賀
藩
と
同
じ
く
不
換
藩
札
と
し
て
発
行
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
政
府

明治初年における洛札の一考察

/¥ 
七

年
八
月
段
階
な
の
で
、
発
行
さ
れ
て
一
八
ケ

分
銀
や
太
政
官
札
と
し
て
貯
え
ら
れ
て
い
た
。
引
換
額

の
新
貨
交
換
の
た
め
の
準
備
金
の
内
訳
を
み
れ
ば
、
表

5
の
よ
う
で
あ
る
。

一一一万九

月
ほ
ど
経
っ
た
填
の
状
況
で
あ
る
が
、
準
備
金
と
し
て

(2) (1) 

九
八
両
が

障
に
対
す
る
比
率
は
約
六

O
%で
あ
る
。
四

O
%は
新
貨
と
の
引
換
手
立
が
で
き
て
い
る
。

「
食
品
割
議
一
途
」
明
治
五
年
自
六
月
到
九
月
。

向
布
。
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(3) 

「
官
省
進
達
」
明
治
六
年
発
酉
七
月
八
月
分
。
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五
、
対
馬
藩
の
藩
礼
状
況

匁
、
二
匁
、

対
馬
藩
は
肥
前
の
田
代
と
浜
崎
に
領
地
を
有
し
て
い
た
が
、
こ
の
両
地
に
も
藩
札
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
発
行
額
は
「
元
厳
原
管
轄

田
代
一
一
珍
テ
製
造
藩
札
調
」
に
よ
れ
ば
、
銀
札
で
一
九
五

O
貫
八
八
七
匁
二
分
五
厘
製
造
し
た
と
あ
る
。
札
種
は
十
匁
、
五
匁
、
三

一
匁
、
五
分
、
二
分
、
一
分
の
八
種
類
で
あ
っ
勺
一
方
、
浜
崎
は
「
元
厳
原
管
轄
浜
崎
ニ
於
テ
製
造
藩
札
耗
一
一
よ
り
計

一
一
万
九
九
七
貫
五
八

O
匁
ほ
ど
に
な
る
。
な
お
、
浜
崎
で
の
札
は
銭
札
で
あ
り
、
そ
の
種
類
は
五

O
匁
か
ら
二
分
五
厘

算
す
る
と
、

札
ま
で
十
八
種
に
及
ん
で
い
る
。

田
代
領
と
浜
崎
領
で
は
、

札
種
が
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
が
銀
札
、
後
者
が
銭
札
な
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る
近
隣
藩
領
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
田
代
領
は
、
福
岡
藩
、
久
留
米
藩
、
佐
賀
藩
に
近
隣
し
、
こ
れ

ら
の
藩
で
は
銀
札
が
藩
札
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
の
で
、
銀
札
で
発
行
さ
れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
安
政
期
に
は
日
田
商
人
広

瀬
久
兵
衛
が
発
行
元
と
な
っ
て
田
代
領
で
銀
札
を
発
行
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
影
響
し
て
い
た
と
み
れ
る
。
一
方
、
浜
崎
領
は
唐
津
藩
に

接
し
、
文
政
元
年
(
一
八
一
八
)
に
厳
原
領
と
な
っ
た
所
で
、
比
較
的
唐
津
藩
の
影
響
が
強
か
っ
た
。
唐
津
藩
は
銭
札
を
発
行
し
て
い

同
じ
厳
原
藩
領
で
あ
り
な
が
ら
、

た
の
で
、
浜
崎
領
も
銭
札
で
発
行
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

藩
札
の
運
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
表
6
は
一
八
七
二
年
六
月
調
査
の
「
厳
原
県
田
代
物
産
基
立
貸
附
金
調
」
よ
り
作
成
し

て
い
る
が
、
貸
付
は
一
八
七
一
年
八
月
に
「
職
業
為
基
手
」
と
し
て
貸
付
ら
れ
、
「
生
蝋
売
捌
之
上
返
済
」
と
あ
り
、
生
蝋
業
者
に
貸
付

ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
表
6
に
あ
る
よ
う
に
、
貸
付
金
調
で
は
、
貸
付
額
が
丁
銭
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
藩
札

で
の
貸
付
で
あ
る
こ
と
は
借
用
証
よ
り
窺
わ
れ
る
。
表
6
で
は
蝋
屋
北
村
荘
平
は
丁
銭
六
一
七
四
貫
文
を
月
六
朱
の
利
息
で
借
り
受
け



明治初年における落札の一考察

(明治5年 6月)

貸付額 貸付日 { 止5ヨ土 主

1.丁銭 6，174貫文 辛未8月20日 蝋屋 是ハ職業為基手貸下ヶ月 6朱

(高銭 6，860賃文) 北村荘平 利息ニテ生蝋売捌追々返済之

積、証書有之

1. 問 6，174貫文 辛米8月20日 荒木森八 是ハ前同断月 6朱利息ニテ生

(高銭 4，860質文) 蝋売捌ノ上返済ノ積証書有之 l

1.丁銭 6，741貫文 辛未8月22日 蛾屋 是ハ前同断月 6朱利息ニテ生 l
(高銭 6，865貫文) 古賀印兵衛 蝋売捌之上返済之積、証書有

之

1.同 3，430貫文 辛未8月24日 蛾屋 是ハ前月数月 6朱利息ニテ生

(高銭 4，116貫文) 古賀与六 蝋売捌ノ上返済之積、証書有

之

合銭21，950賃文

(比金 3，217両3分3朱永3文 7分但l両ニ付銭6貫800文

厳原県田代物産基立貸付金表 6

て
い
る
が
、
北
村
荘
平
の
借
用
証
は
左
記
の
よ
う
で
あ
る
。

覚

注「厳原県松田代物産基立貸附金調J(1官省進遼」明治五年自六月到九月)より作成。

一
御
銀
札
六
十
八
貫
六
百
目
也

右
者
職
業
為
基
手
拝
借
奉
願
候
処
、
願
之
通
被
仰
付
難

有
憧
ニ
受
取
拝
借
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
然
上
者
当

月
ヨ
リ
六
朱
ノ
利
足
相
加
へ
元
利
無
滞
返
納
可
仕
候
、

尤
生
蝋
売
捌
迄
之
内
納
可
仕
候
、
就
而
ハ
為
引
当
私
所

持
之
居
屋
敷
書
入
仕
置
、
町
役
張
紙
一
通
差
上
召
置
候

問
、
若
万
一
不
納
仕
候
節
ハ
、
右
引
当
御
勝
手
ニ
御
受

取
被
成
下
、
請
人
ヨ
リ
柳
御
損
分
ニ
不
相
成
様
可
仕
候
、

依
之
為
後
日
請
人
加
判
証
札
奉
差
上
候
処
如
件

F耳
ムι

人

古
賀
印
兵
衛

北
村

借
主

荘
平

明
治
四
辛
未

八
月
廿
日

銀
札
六
八
貫
六

O
O目
が
貸
付
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
生

蝋
販
売
に
使
わ
れ
て
い
る
。
表

6
で
は
丁
銭
の
貸
付
け
に
な
っ

て
い
る
が
、
証
文
か
ら
す
れ
ば
銀
札
で
あ
り
、
藩
札
が
物
産
基

立
資
金
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
貸
付
が
一
八
七
一
年
八
月

55 



一
十
日
で
あ
り
、
廃
藩
罵
県
産
後
で
あ
る
こ
と
は
、
費
付
交
渉
が
藩
制
期
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

田
代
領
で
は
、
幕
末
期
に
銀
金
所
と
生
鰯
会
所
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
経
営
を
自
由
商
人
広
瀬
久
兵
衛
が
引
き
う
け
、
銀
札
を
発
行
し

て
、
生
轍
の
買
付
け
と
販
売
を
行
っ
た
。
広
瀬
久
兵
衛
は
安
政
六
年
に
経
営
か
ら
手
を
ひ
く
が
、
生
婚
の
集
荷
と
販
売
は
そ
の
後
も
行

わ
れ
、
こ
れ
が
今
回
の
潜
札
貸
付
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。
表

6
に
あ
る
藩
札
の
借
用
人
は
い
ず
れ
も
田
代
領
内
の
者
で
あ
る
こ
と
か

一
八
七
一
年
の
物
産
基
立
金
貸
付
金
は
、
領
内
者
を
主
体
に
し
て
な
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

内
ノ
“

qぺ
υ

4
4
a
 

伊

h
d

β
h
u
 

n
，e 

ら
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「
翁
願
伺
届
惑
捜
」
明
治
五
年
。

「
管
省
進
逮
」
明
治
五
年
自
六
月
到
九
月
六
号
。

「
宮
市
宮
進
透
」
明
治
五
年
自
七
月
到
十
一
月
。

「
官
岡
市
宮
進
遼
」
明
治
五
年
向
同
六
月
到
九
月
。

向
右
。

向
右
、
「
一
兄
般
原
爆
珍
問
代
物
産
基
立
金
策
付
金
鉱
議
写
」
。

拙
稿
「
対
馬
落
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
級
会
所
と
日
忠
商
人
」
(
「
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
南
京
」
第
十
六
号

九
七
三
年
)

の
落
札
状
況

唐
津
藩
は
幕
藩
初
期
の
寺
沢
氏
の
代
に
は
天
草
領
四
万
お
を
含
め
て
十
二
万

の
領
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
寺
沢
氏
の
断
絶

に
よ
っ
て
大
久
保
氏
に
代
わ
り
、
以
後
松
平
、
土
井
、
水
野
、
小
笠
原
各
氏
の
譜
代
大
名
が
統
治
し
た
が
、
上
地
な
ど
に
よ
っ

期
の
石
高
は
六
万
石
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

の
幕
藩
期
に
お
け
る
藩
札
発
特
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
今
後
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
が
、
明
治
初
年
に
は
、
銭
札
で

ニ
O
万
開
発
行
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
銭
札
は
領
内
へ
の
貸
付
資
金
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
を
表
7
か
ら
検
討
し
て
お
こ
う
。



表

7
で
は
、
製
造
切
符
一
万
九
二

O
O貫
目
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
銭
札
で
あ
る
。
こ
れ
を
金
二

O
万
両
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

藩
札
の
発
行
年
度
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
が
、
明
治
初
年
で
な
い
か
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
藩
札
が
一
八
七
一
年
に
は
四
三
二
貫
、

翌
年
に
は
六
五
買
が
支
消
相
済
し
と
な
っ
て
お
り
、

一
八
七
二
年
に
は
銭
一
万
八
七

O
二
貫
、
金
に
し
て
一
九
万
四
八
一
五
両
が
あ
る

と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

四

O
貫
余
が
「
民
事
に
渡
」
と
し
て
出
さ
れ
、
「
捕
鯨
方
」
に
一

O
三
六
貫
余
、
「
石
炭
方
」
に
一
一
八
三

貫
余
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
紙
方
有
」
と
し
て
一
四

O
五
貫
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
捕
鯨
、
石
炭
、
紙
は
唐
津
藩
の
重
要
産
業

で
あ
っ
た
ζ

と
か
ら
、
殖
産
興
業
の
た
め
に
藩
札
の
積
極
的
活
用
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
物
産
基
立
金
有
金
」
と
し
て
三
八

八
貫
余
が
出
て
い
る
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
と
み
な
せ
よ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
殖
産
興
業
資
金
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
は
総
藩
札

額
の
二
五
%
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
す
る
と
、
藩
札
二

O
万
両
も
大
半
は
藩
財
政
補
填
の
た
め
に
運
用
さ
れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
唐

津
藩
に
お
い
て
も
、
大
量
の
藩
札
発
行
に
よ
っ
て
、
財
政
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

藩
札
が
唐
津
藩
で
は
銭
札
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
藩
内
の
基
軸
通
貨
が
銭
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
幕
末
期
の
状

況
か
ら
、
こ
の
点
を
み
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

明治初年における藩札の一考察

一
八
四
八

(
弘
化
五
)
年
の
石
炭
山
に
お
け
る
帳
簿
の
内
の
一
片
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

半
小
閑
庄

一
銭
六
貫
八
百
四
文

東
平

同
拾但
弐焼

事手
五七

支豆
文章議
四
文
掛
り

小
兵
衛

但
生
弐
拾
四
万
七
千
五
百
斤

七
八
九
月
分
迄

回
弐
貫焼
五石
百五
λ 百
悼叫八

卦雪
俵

八
九
十
一
月
分
迄

源
石
衛
門

但
生
石
七
万
四
千
五
百
斤

八
月
分

四
文
掛
り
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雪量 7 Il苦言整議事の漆キL発行と焚付内訳

1. 若寄進切符19200j雪尽
此金20万両也

内

432震回

65笈977匁

小以切符 497焚967匁

昨米年交消相済VJ，分

当申春支消相主号外分

(明治5年2月誠)

出七金 5，186雨2分3朱，永52文81!霊(金1両ニ付銭9:Y雪600文替)

残切符 18，702]雪73匁

此金 194，819阿 l分，永1，024分2潔

内

切符 40笈507匁8分7題 民来日渡務幣

此金 422両2分，永81文5分71!霊9毛

切符 1，036焚416匁8分511主

此金 16，796雨，永8分5底 4毛

切符 1，1831雪156匁8分3腹 石炭方波布|河断

此金 12，324両2分，永50文3分1康2毛

切符 9]雪白 呼子村I工貸渡

此金 93両3分

切符 388:i者742匁9分81豆1毛 物産主主立有金，但金銀機幣

此金4，049肉1分 l朱，永13文3分5厘 7毛

切符 576笈自 信土方渡筏幣

此金 6，000両

切符 1，405焚92匁2分81]霊 紙ガ有切符

此金 14，633雨 1分2朱，永2文9分1康 7毛

小以切符 4，638]雪976匁8分l1!霊1毛

止と金 48，322両 l分Hミ， 永237文1分 111宣9毛
残切符 14，063i!56匁1分8康9毛

JIt金 46，490両2分，永85文3分1毛

切符 3，536貿730白 紙方有正金， {g準備金見込

此金 36，840両3分 3j長

切符 907j潟6分 右向数有lE銭幣右同数

此金9附I分2:$に永79文1分611霊6毛

小以切符 3，5371雪637匁6分

JIt金 36，850両1分 I朱，永79:;主1分61!立6毛

均残切符 10，525]芝45匁5分81短9毛，当時退任j之分

此金 109，640尚

永193文6分31Iii:5毛

I主 l'古関{司応援?控J(明治5年)より作成。
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焼
石
一
七

O
二
俵
の
代
金
と
し
て
銭
六
賞
八
百
四
文
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
他
の
ニ
剖
も
い
ず
れ
も
銭
許
算
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
銭

建
で
記
帳
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
出
て
い
る
。
に
お
い
て
も
銭
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
八
七
一
年
正
月
の
こ
と
と
し
て
、

反
応
徳
川
川
山
山

一
銭
六
匁

茂

作

一
手
拭
一
節

力
太
郎

平
太
郎

ロM

4

口ハ円
一
六
匁

と
あ
り
、
銭
六
匁
の
茂
作
と
徳
兵
衛
へ
の
支
出
が
書
か
れ
て
い
る
。
日
常
的
な
金
銭
の
扱
い
で
は
銭
が
基
軸
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
出

穂
兵
寵

て
い
る
。

明治初年における落札のー考察

で
は
、
銭
貨
の
流
通
が
広
く
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
藩
札
の
発
行
に
お
い
て
も
銭
札
と
し
て
発
行
さ
れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

銀
札
が
北
九
州
地
域
で
は
主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
銭
札
は
特
徴
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
麿
津
藩
が
譜
代
大
名
領
で
あ
り
、
近

隣
の
外
様
大
名
領
と
制
度
的
に
や
や
異
な
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

藩
札
が
基
軸
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
政
府
の
発
行
す
る
新
貨
と
の
交
換
沼
の
準
備
金
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
も
窺
え
る
。

准
備
金
上
納
御
届
案

元
唐
津
県
造
紙
弊
弐
拾
万
両
之
内
、
準
備
相
立
候
金
之
義
、
管
内
小
民
紙
漉
探
之
考
基
入
等
一
一
黛
代
、
紙
代
議
金
等
ヲ
以
引
換
候
見

込
相
立
置
候
次
第

t
、
先
般
御
届
仕
龍
候
通
僻
産
鏡
、
然
処
紙
方
局
江
沼
年
ヨ
リ
積
来
候
益
金
等
制
別
紙
之
金
数
有
之
由
ニ
部
旧
官
ヨ

リ
別
付
成
M
H

ニ
付
、
今
般
上
納
棺
加
へ
候
義
ニ
候
、
当
紙
幣
準
備
差
引
精
算
巨
細
之
儀

t
追
而
御
届
仕
義
一
一
御
庫
川
川
告

イ
ヱ
一
川
凶
作
佐
賀
県
権
参
事
伴
正
臣

芳
則
紙
幣
頭
殻

唐
津
藩
が
発
仔
し
た
藩
札
は
一
一

O
万
両
あ
り
、
こ
の
う
ち
紙
漉
稼
の
者
に
基
入
金
な
ど
で
貸
付
け
、
紙
代
益
金
な
ど
で
納
め
さ
せ
て
き
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た
益
金
を
上
納
し
た
い
旨
を
記
し
て
い
る
。
藩
札
が
起
業
資
金
の
た
め
に
貸
付
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
由
収
は
利
益
金
か
ら
の
上
納
に

60 

よ
っ
て
整
え
て
い
る
。
こ
の
穣
金
は
、

金
四
万
四
千
九
拾
壱
雨
、
永
五
百
四
拾
七
文
一
一

塵

内

金
四
万

O
八
百
五
拾
八
向
、
永
八
苦
一
一

金
四
千 右
主
藩
札
一
拾
弐
雨
、
永
七
百
拾
昭
文

右
金
札
正
銀
合

に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
藩
札
は
四
万
八
五
八
荷
で
あ
る
。
藩
札
が
殆
ん
ど
あ
る
。
貸
付
と
返
済
が
藩

札
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
藩
札
が
四
万
一
向
余
り
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
藩
札
と
新
貿
引
換
金
の
も
の
に
使
用
し
た
い
と
し
て
い

{5) 

と
あ
り
、

四
万
眼
九
九

る

に
提
出
さ
れ
た
つ
苅
藤
津
照
照
準
備
金
目
安
」
が
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
表
8
の
よ
う
で
あ
る
。
五
万
九

と
し
て
以
前
に
崩
け
出
た
も
の
で
、
更
に
紙
方
局
の
積
金
田
万
四
九
七
五
両
が
準
備
金
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
総
額
は
九
万
五
八

J¥ 
七

五
両
が
準
備
金

九

O
両
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
準
備
金
と
い
っ
て
い
る
多
く
が
落
札
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
銭
札
九
六
匁
を
金
一
円
に
換
算
し
て
藩

四
万
八
四
四
両
に
な
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
出
て
い
る
。
準
備
金
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
新
貨
引
換
用
の
準
備

札
三
九
一

金
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
藩
札
発
行
に
捺
し
て
の
準
備
金
で
は
な
い
。
準
備
金
九
万
丑
八
九

O
一
向
も
九
万
四
五
五
一
両
が
上
納
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
部
分
だ
け
藩
札
が
少
く
な
く
な
り
、
新
貨
と
の
引
換
額
の
減
少
に
な
っ
て
い
る
。

法
(
1
)
(
2
)
 
「
蔚
津
市
出
人
」
(
一
九
六
二
年
)
四
七
八
真
。

「
石
炭
山
役
所
村
益
地
質
年
々
波
調
綴
」
(
弘
化
五
年
戊
申
二
月
よ
り
)

0

(

資
料
は
佐
賀
療
東
松
浦
郡
相
知
町
所
在
の
相
知
町
究
開
窓
口
銭
殺
の



明治初年における総本しの一考祭

元威主整然持率備金関安

金 額 内 訳

1.金 50，915荷，永295文 賦準備金援目雌尚 | 
1.河44，975両，永287文4分

主走者紙方局税金旧宮員ヨリ引付候ヲ準備金二相

加候分

小以金 9万890雨，永582文4分

内

金 49，576肉，永75文2分 逆者三[1'伊5路上級ノ分

走者元唐津議銭札3，921焚117匁5分，金，Z5附ニ付

間 44，975河，永287文4分
銭札96匁替ニシテ此金40，844雨，永 9潟73文9

分， {'者又金本し正金銀等取交4，130阿，永313文5分

入テ本文之遜リ壬市10月と約ノ分

小以金 9千551附，永362文8分

2を引
残念 1，339阿， 8分 去をハ紙方仕組起方金ヲ以テ:@_テ上納可仕分

言受S

家
文
設
い
)
。

(
3
)
(
石
山
旧
日
前
」
(
波
応
2
年
卯
正
月
」
(
史
料
は
隠
右
文
護
)
。

(
4
)

「
甘
口
省
進
逮
」
明
治
五
年
出
口
七
日
到
十
一
月
。

(5)

悶
右
。

七
、
む
す
び
に
か
え
て

の
検

「管省逃途J(明治六年向…fl到二月第十六号)より作成。

肥
前
地
域
に
お
け
る
明
治
初
年
の
器
札
状
況
に
つ
い
て
、

討
を
し
て
き
た
。
八
六
年
五
月
に
政
府
が
銀
目
廃
止
の
通
達
を
出
し

た
こ
と
か
ら
、
銀
自
の
通
貨
体
制
問
が
否
定
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
新
た

に
発
行
さ
れ
た
落
札
は
、
佐
費
藩
に
お
い
て
は
金
札
で
あ
っ
た
。

に
お
い
て
は
、
銀
札
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
大
き
な
転

換
で
あ
っ
た
。
戊
民
戦
費
の
調
達
な
ど
の
た
め
に
、
膨
大
な
金
札
が
発

に
は
潜
札
を
発
行
し
て
い
な
か
っ
た

小
城
藩
で
金
札
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
藩
財
政
の
窮
乏
が
進
み
、
そ

の
補
填
策
と
し
て
藩
札
が
発
行
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

一
了
さ

l
c、A
:。
主
こ
、

才
t
ム

F
Z
d
L
f
J
3
d

城
藩
の
状
況
か
ら
し
て
、
明
治
初
年
に
お
い
て
は
、
器
財
政
が
撤
度
に

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

注

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。
特
産
物
生

藩
札
は
ま
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躍
を
は
か
る
た
め
に
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
藩
札
全
体
か
ら
す
れ
ば
矢
張
り
戊
辰
戦
争
の
戦
費
調
達
が
主
で
あ
っ
た
。

明
治
初
年
の
貨
幣
状
況
は
、
銀
目
廃
止
通
告
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
議
藩
期
の
通
貨
体
制
が
基
本
的
に
存
続
し
て
お
り
、
政
府
が
発
行
し

た
太
政
官
札
も
流
通
度
は
低
か
っ
た
。
対
馬
厳
原
藩
領
の
田
代
と
浜
崎
で
は
前
者
が
銀
札
、
後
者
が
銭
札
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

議
札
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
流
通
体
制
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
貨
幣
流
通
の
混
乱
を
生
み
だ
す
要
因
で
も
あ
っ

た
銀
自
蕗
止
の
通
達
に
よ
っ
て
、
佐
賀
藩
が
従
来
の
銀
札
で
は
な
く
金
札
を
発
行
し
た
こ
と
は
、
通
貨
政
第
が

定
の
基
盤
が
堵
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

定
の
効
果
を
持
っ
た

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
通
貨
整
理
に
お
い
て
も
、

藩
札
整
理
は
新
貨
条
例
の
発
布
に
よ
っ
て
、
新
し
い
段
階
に
な
る
が
、
肥
前
地
域
の
金
札
、
銀
札
、
銭
札
の
流
通
と
信
用
度
の
相
違

な
ど
多
様
で
複
雑
な
状
況
に
あ
っ
た
薄
札
を
新
貨
幣
と
の
交
換
な
ど
に
よ
っ
て
整
理
す
る
こ
と
は
、
そ
う
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

こ
れ
を
次
稿
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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